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植物のもつ有用な性質・成分の効果的利用

●研究概要

遺伝子組換え技術と各種生物の培養技術を利用して、植
物のもつ有用な性質を引き出し、あるいは有用物質を効率
的に生産する方法の開発に取り組んでいます。そのために
用いる培養方法の開発にも取り組んでいます。
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・有用微生物・植物の効率的培養法の開発

（１）植物組織培養技術は、有用な形質を有する株や無病の苗などをクローン
増殖することに利用できる。ワサビ、ミズゴケほか種々の園芸植物などを対象
にしている。無菌の植物を得て培養条件を決定している。伝統的な培養方法
に加えて、ガス透過性フィルムの利用（図１はイチゴに利用した例）などによっ
て、効率よく増殖させる方法を開発している。

（２）ガス透過性フィルムを利用し、微生物や植物の効率的な培養方法を開発
している。機械通気と撹拌操作フリーの培養容器の開発を試みている。大腸
菌など微生物、微細藻類、植物器官培養への利用を計画している。

図１ ガス透過性フィルム容器を用い
液体培地中で成長させたイチゴ植物体

・新規ペルオキシダーゼの生産と利用
キトサンを投与するとコケから分泌されるペルオキシダーゼ（Prx34)を見出し
大腸菌やブレビバシラスを用いて生産し、利用するための検討を行っている。

（１）大腸菌で組換えタンパク質を生産させる際、目的タンパク質を細胞外に分
泌させることを可能にするシグナルペプチドを見出した。他の組換えタンパク質
を大腸菌を用いて生産する技術への応用が期待される。

（２）大腸菌に生産させた組換えPrx34は、市販され一般に使用されているセイ
ヨウワサビのペルオキシダーゼ（HRP）と比較して高い比活性を有し（表１）、よ
り広いpH域で活性を保持し、高温下での保管に耐える可能性が高いことがわ
かった。ペルオキシダーゼを使用する種々の製品や、生化学反応を利用する
各種工程に対して、本酵素を利用することが期待される。

（３）大腸菌およびブレビバシラスに生産させた組換えPrx34を高度に精製する
方法を明らかにした。これは、本酵素を実用化する際の重要なポイントである。

・植物の遺伝子操作法の開発
現在までに遺伝子組換え法が明らかになった植物は、比較的少数である。い
くつかのモデル植物を材料として、それらの遺伝子を操作する方法を検討して
いる。現在、アグロバクテリウム法、電気穿孔法、ポリエチレングリコール法を
試みることができる。（図２はミズゴケの葉に電気穿孔法で緑色蛍光タンパク質
（GFP）を導入し一過的な発現を観察した例）

由来 名前 比活性 (U/mg)

セイヨウワサビ* HRP 450

ヒメツリガネゴケ Prx34 1.5×104

*市販品(和光)

表１ ヒメツリガネゴケ由来ペルオキシ
ダーゼ（Prx34）はセイヨウワサビのペル
オキシダーゼ（HRP）よりも著しく高い比
活性を有する（ABTS酸化活性による）

図２ ミズゴケ葉でGFP遺伝子を一過
的に発現させた例。ミズゴケの葉の生
細胞が緑色の蛍光を呈している
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